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説明会・行事等は日程・内容が変更される場合があります。必ず学校HP等でご確認ください今春の進学実績については巻末の「高校別大学合格者数一覧」をご覧ください

中学校では、林間学校、体育祭、予餞会が三大行
事になっています。高等学校では、文化祭、体育
祭が行われます。修学旅行は、沖縄を予定してい
ます。
部活動は、中学校にはバスケットボール、サッ

カー、科学部など 6つの部と同好会があります。
高等学校は、全国レベルで活躍している部が多く、
運動部には、硬式野球、柔道、陸上、ソフトテニ
ス、ボクシング、バレーボール、バスケットボー
ル、サッカー、水泳など。文化部には、演劇、書
道、茶道、軽音楽、バトントワーリングなどがあ
ります。

学校行事・クラブ活動

〈URL〉	中学　https://www.hakuoh-j.jp
	 高校　https://hakuoh-h.jp/
　　　　大正 4年（1915）、足利裁縫女学校創立。
昭和27年（1952）足利学園高等学校に名称変更。
同36年（1961）足利学園中学校を新設。平成 6年
（1994）、白鷗大学足利中学校・高等学校に校名変更。
同27年（2015）創立100周年。

個性を伸ばし、広く国際的な感覚を身につけた
情操豊かな人材の育成を目標としています。また、
従来の常識や既成概念にとらわれることなく、未
知の世界へ挑戦する勇気や情熱を持って前進し続
けて欲しいという願いから、ラテン語の「プルス・
ウルトラ〜さらに向こうへ〜」を校訓にし、可能
性を最大限に引き出す教育を行っています。

■中学校
少人数制の家庭的な雰囲気が特徴です。英語と
数学は習熟度別授業を実施し、一人ひとりの能力
に応じた先取り教育で、基礎学力を定着させます。
また、シーガルセミナー（有識者による学習講座）、
体験学習、道徳教育、ボランティア活動などを実
施し、豊かな人間性を育成します。異文化理解教
育のため、全学年で英語コミュニケーション授業
を実施し、オーストラリアへの海外研修旅行も行
います。卒業後は、難関国公立私立高校へ進学し
ており、内部進学をする生徒もいます。
■高等学校
2024年 ４ 月、富田キャンパスは明るく快適なデ

ザインと次世代教育を担う設備を整えた新校舎を
建設し、本校舎のあるメインキャンパスと一体化
しました。
また、生徒一人ひとりの進路に応える 3コース

で募集をします。特別進学コースでは、富田キャ
ンパスでの徹底した受験指導を引き継ぎ、入試に
直結した発展的な授業で、様々な入試を突破でき
る学力を養い、高いレベルでの指導体制の実現を
図ります。さらに、選抜クラスとしてSクラスを
設置、東京大学、京都大学などの難関国立10大学
および国公私立大学医学部医学科への合格を目指
します。進学コースでは、国公立大学および首都
圏私立大、白鷗大学への現役合格を目指し、富田
キャンパスでの徹底した受験指導と文武両道を融
合し、一人ひとりの個性を大切にした進路希望の
実現を図ります。総合進学コースでは、課外活動
の実績や本人の特性に応じた上級大学への進学を
目指し、基礎学力の向上と共に、様々な未来に幅
広く対応する教育課程で学ぶことで、専門分野の
知識を身につけた進路希望の実現を図ります。

高等学校には、自学自習室、食堂、ホール、コ
ンピュータ室、テニスコート、温水プールなど
様々な設備が整っています。さらに新校舎には、
書籍＋情報＋学習スペース＝ラーニングコモンズ
を建物中央に配置します。また、佐野・栃木、結
城、古河の 3コースでスクールバスを運行し、有
料化しました。

沿革

校風・教育方針

カリキュラムの特色

環境・施設設備
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中 学 校　〒326 – 0054　栃木県足利市伊勢南町4 – 3　TEL0284 – 42 – 1131　　 学校長　青木　凡枝
高等学校　〒326 – 0054　栃木県足利市伊勢南町3 – 2　TEL0284 – 41 – 0890　　　学校長　大橋　芳樹

■2026年度入試日程

募集人員 出願期間 試験日発表日手続締切日
1 回 11/3〜11/9 11/23 11/25 12/2
2 回� 60 1/5〜1/11 1/24 1/24 1/31
　　　　　　

区分 出願期間 試験日発表日 手続締切日
1 回学業特待生

11/21～
12/2

1/5 1/13 単2/17
　　一般Ⅰ 1/5 1/13 併3/13
　　特別進学コース 1/5 1/13 1/20
　　単願 1/6 1/13 1/20
　　部活動特待生 1/6 1/13 1/16
2 回ランクアップ 1/13～

1/19
1/31 2/5 単2/17

　　一般Ⅱ 1/31 2/5 併3/13
〔募集人員〕特別進学コース105人（Sクラス35人）�
進学コース280人　総合進学コース280人
〔試験別募集コース〕特別進学：特別進学Sクラ
ス、特別進学　学業特待生・ランクアップ：特別
進学Sクラス、特別進学、進学　一般Ⅰ・単願・
部活動特待生・一般Ⅱ：進学、総合進学
■2026年度選考方法・入試科目
　　　　　
1 ・ 2 回：国語、算数、面接
〈配点・時間〉国・算＝各100点50分
〈面接〉生徒個人
　　　　　　
学業特待生：国・社・数・理・英（リスニング含む）
一般Ⅰ・一般Ⅱ：国・数・英（リスニング含む）
特別進学コース（単願）：国・社・数・理・英（リ
スニング含む）、面接　
単願：国・数・英、面接
部活動特待生：国・数・英、面接、実技（硬式・
軟式野球は実技なし）【出願条件】中学の部活動
や課外活動等で個人または団体で優れた活動実績
を残し、学業成績・生活態度ともに良好である者
ランクアップ：国・数・英（リスニング含む）
〈配点・時間〉国・数・英・理・社＝各100点50分

〈面接〉生徒個人　重視
■指定校推薦枠のある主な大学
青山学院大　上智大　東京理科大　法政大　立教
大　早稲田大　自治医科大　獨協医科大　同志社
大など
■2025年春卒業生進路状況
卒業生数 大学 短大 専門学校 海外大 就職 その他
403人 293人 15人 62人 0 人 20人 13人
■2025年春併設大学への内部進学状況
優先入学制度があり、在学中、一定の成績をとっ
た者は進学できます。
白鷗大学－48（経営22、法11、教育15）
■2025年度入試結果
　　　　　男／女
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率
1 回� 60 24/35 23/34 21/28 1.1/1.2
2 回 6/8 5/4 3/3 1.7/1.3
　　　　　　スライド合格あり

募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率
1回学業特待� 1,295 1,279 1,177 1.1
　　一般Ⅰ� 1,129 1,121 990 1.1
　　特別進学コース� 33 31 25 1.2
　　単願� 665 113 113 93 1.2
　　部活動特待生� 131 131 131 1.0
2回ランクアップ� 544 538 199 —
　　一般Ⅱ� 171 161 97 1.7
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データファイル

学校説明会　すべて要予約
★中学校　オープンキャンパス・説明会　10/18
模擬試験（小 6対象）　9/13� �
個別相談会　9/27
★高等学校（中 3対象）
学校説明会・見学会　9/13・9/14（部活動見
学） 9/27 10/19　入試相談会　新校舎 11/15 
11/29　本校舎 11/1 11/8　白鷗大 11/23
見学できる行事　

体育祭　中10/5




